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2 P-45 MA 値 に よ る被 洗 物 の洗 濯 条 件 の 検 討
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【目的】衣類の洗濯は、家庭における湿式洗濯と、クリーニング店における乾式洗濯とに

大別されてきたが、溶剤等に対する規制等がひきがねとなって、従来は乾式で洗うことと
されていた毛製品に対しても水系での対応が検討されるようになってきた。我々の着用す

る衣類の素材や組織は様々でありすべての衣料を同一条件で洗濯するわけにはいかない。

とくに全自動洗濯機を用いる場合には各々に対応した適切な洗濯条件の設定が必要である。
そこで本研究では被洗物の損傷と洗濯条件との関係をデンマーク技術研究所が提案した

MA 値をもとに検討することを試みた。
【方法】10 ×10・’に切断した布の中心に直径35min の穴を打ち抜いたものを試験布と

した。被洗物は33.3g 、洗液はlL 、機械力としてはターゴトメータによる洗浄力試験を
実施した。洗浄時間は10 分、水温は30 °C、回転数を変化させ機械力を変えた。洗浄後に

自然乾燥させた試験布のMA 値を測定した。試験布としては組織、密度、素材が明らか
な実験用白生地（関西衣生活研究会・J   I S 協会・洗濯科学協会・デンマーク技術研究所

等の市販品) を用いた。
【結果】水（硬度5' ＤＨ）のみで10 分間洗浄

した試験布のＭＡ／５値を右表に示した。繊維

の素材によって受ける損傷の程度が異なること、

MA ／5 値が洗濯による被洗物の損傷の尺度の
１つとして使えること等がわかった。
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賦料はいずれも闘西衣生s研究会の白生地
回転数 鏑 麻 ﾚ―ヨン 幻ﾉｼ'ﾀﾀキaブラ ｱｾﾃｰﾄ アク刄ﾚ 水'ﾘｴｽﾃﾙ
20 ３ ３ ７ 17 IS ５ ４ ３
40 Ｓ ４ ６ 28 18 ５ ５ ３
80 ５ ３ 11 43 32 ６ ６ ３
100 ６ ５ ９ 46 38 ａ ６ Ｓ
120 ７ ６ 13 4S 42 ２ ８ ３
160 11 10 16 49 43 ２ 12 ４

異なる朗 弊 桝 椙調 助誌に及ぼす繁珊

Oidf 頻 吉田美匹 皿^ ＊

㈲戸女大･院 哨P 汝大 ＊常1戸汝犬）

〔目的〕吸湿性の異なる素材（綿、ポリエステル）からなる同一形態の衣服を着用した被

験者について、人体温熱生理反応、衣服内気候、申告に及ぼす影響、特に吸湿性の影響を

明らかにし、夏期に着用する快適な衣服には、どのような条件が必要かを明らかにする。

〔方法〕健康な成人女性9 名を被験者とし、室温25.0 ℃、相対湿度30% のシミュレータ

ー室内において、座位安静を保った後、120 分間の下肢温浴を行った。被験者は、綿100

％あるいは、ポリエステル100% からなる半袖ブラウス、ショートパンツ、下着を着用し

た。測定項目は、皮膚温、血流量、心拍数、血圧、衣服内温湿度、発汗量、申告である。

〔結果〕綿着用時は、ポリエステル着用時と比較して、血流量（胸部、上腕部、大腿部、

足指部）皮膚温（上腕部、大腿部）、衣服内温度（上腕部）、衣服表面温度、衣服内水蒸気

圧が高い値を示した。人体から出た汗が衣服に吸収され、衣服表面温度が上昇した。人体

と衣服の温度勾配が小さくなり、血流量の増加、皮膚温上昇が起こった為に、ポリエ ステ

ル着用時より「暑く」て「不快」を申告した。
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